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京都光華女子大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

光華ＥＤＵＡＬプログラムの取組紹介
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本日の内容

0．京都光華女子大学の紹介

1. 光華EDUALプログラムの概要説明
– リテラシーレベル
– 応用基礎レベル（全学）
– 応用基礎レベル（キャリア形成学部）

2. 応用基礎プログラムを実施するにあたって、課題にどう対処したか
– 全学に応用基礎レベルのプログラムを提供するにあたっての課題
– 教育内容に関する課題と授業内容の紹介

3. 履修者を増やすための工夫・学生への働きかけ
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京都光華女子大学の概要
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大 学

健康科学部

看護学科 （ 8 5 ）

心理学科 （ 6 0 ）

健康栄養学科 管理栄養士専攻 （ 8 0 ）

健康スポーツ栄養専攻 （ 4 0 ）

医療福祉学科 社会福祉専攻 （ 3 0 ）

言語聴覚専攻 （ 3 0 ）

キャリア形成学部 キャリア形成学科 （ 9 0 ）

こども教育学部 こども教育学科 （ 7 0 ）

人間健康学群 （ 1 2 ）

短 期 大 学

ライフデザイン学科（ 1 0 0 ）
「仏教精神に基づく女子教育」を

建学の精神とする小規模女子大学。

入学定員は約500。医療系を拡充中
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京都光華女子大学EDUALプログラム

各学部の専門知識に加え、データやAIを日常の生活、

ビジネス・健康科学・教育等の場で使いこなすため

のリテラシーを持つ、2つの強み(Dual advantage)

を持った人材の育成を目指す。

⚫ リテラシーレベル（大学、短期大学）

⚫ 応用基礎レベル（全学）

⚫ 応用基礎レベル（キャリア形成学部）

光華EDUALプログラム
(Essential Data Utilization and AI Literacy Program)
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京都光華女子大学 データサイエンス教育の展開

全学

リテラシーレベル
実施 申請・認定 継続実施

キャリア形成学部

応用基礎レベル
実施

（2020年度～）
申請・認定 継続実施

全学

応用基礎レベル
実施 実施 申請・認定

2021年度 2022年度 2023年度
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本学の応用基礎レベル

京都光華女子大学EDUALプログラム

問題解決にAIやデータを
使うことを発想できる

現場と専門家を繋ぐ
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京都光華女子大学
リベラルアーツ

センター

光華EDUALプログラム（全学応用基礎）の取組概要
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令
和
3

年
度
か
ら
実
施

令
和
５
年
度
申
請

EDUAL

自らの専門分野の学びや卒業後の就業において、課題解決にデータや

AIを活用するための基礎知識とスキルを学ぶ。また、現実の課題に対

する基本的な活用法を実践（PBL）を通じて学ぶ。

応用基礎レベル

数的処理の基礎d

情報技術の理解 産官学連携プロジェクトd

データ活用・AIリテラシー 各学部で習得する専門知識

Essential Data Utilization and AI Literacy Program

リテラシーレベル

学部の専門知識に加え、データやAIを日常の生活、ビジネス・健康科学・教育等の場で使

いこなすための基礎的素養（リテラシー）を併せ持つ、2つの強み(Dual advantage)を

持った人材の育成を目指し、実践的な教育(Education)を実施している。

必修科目 選択科目

改善・進化

自己点検評価委員会
（委員長：学長）

自己点検

く
ら
し
の
な
か
の

統
計
学

アカデミックライティング アカデミックスキル入門

情報リテラシー基礎

令
和
３
年
度
か
ら
実
施 データから情報を読み取り、分かりやすく伝えるための知識・技法と、

AIの得意なこと・苦手なことを学ぶ。また、データやAIの利活用にお

ける倫理的問題を知る。

こども
教育学部

キャリア
形成学部

健康
科学部

・看護学科

・健康栄養学科

・医療福祉学科

・心理学科

・キャリア形成学科

・こども教育学科

リベラルアーツ必修3科目

と「情報リテラシー応用」

の修得で「シルバー(★)」

のデジタルバッジと修了証

を授与

修了要件

プログラム必修5科目の修

得に加え、選択科目1科目

以上の修得で「ゴールド

(★★)」のデジタルバッジ

と修了証を授与

修了要件

応用基礎レベル

修了者目標値

令和5年度 １５人
(3%)

令和6年度 ３０人
(5%)

令和7年度 ３５人
(7%)

令和8年度 ４０人
(9%)

人間健康
学群

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

入
門

京都光華の学び

入学者全員が履修

※（ ）内は入学定員に対する割合

令和3年度～実施

令和5年度認定

情報リテラシー

応用

1年次にほぼ全員
が履修開始
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1年 1・2年

京都光華の学び
情報リテラシー応用

（DS入門）

くらしのなかの統計学

（DSへのアプローチ）

情報技術の理解

（AIへのアプローチ）

産官学連携

プロジェクトd

（DS-PBL)

数的処理の基礎

（DSのための数学）
プログラミング入門

1-6   数学基礎 ○ ◎ ○ ○

1-7   アルゴリズム ◎ ○

2-2   データ表現 ○ ◎ ○

2-7  プログラミング基礎 ○ ◎ ○

1-1   データ駆動型社会とデータサイエンス ○ ○ ◎ ○ ○

1-2    分析設計 ○ ◎ ○

2-1   ビックデータとデータエンジニアリング ○ ○ ○ ◎

3-1   AIの歴史と応用分野 ◎ ○ ◎

3-2   AIと社会 ◎ ○ ◎

3-3   機械学習の基礎と展望 ◎ ◎

3-4   深層学習の基礎と展望 ◎ ○ ◎

3-9   AIの構築と運用 ◎ ◎ ○

III：実践 データ・AI 活用 企画・実践・評価 ○ ○ ◎

学習項目区分

全

学

・

応

用

基

礎

レ

ベ

ル

I：データ表現とア

ルゴリズム

II：AI・データサイ

エンス基礎

プログラム必修科目 選択必修1科目

1年次 （1年～）2年次

全学 応用基礎レベルのプログラム構成
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医療系・教育系の学科が多いため、2年次までに配当
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キャリア形成学部
データサイエンス
教育検討委員会

（委員長：
キャリア形成学部教授）

光華EDUALプログラム（キャリア形成学部応用基礎）の取組概要

キャリア形成学部
自由に選んで学べる3つの領域の教育プログラム

選
択
科
目

必
修
科
目

コンピュータ

活用C (1)

くらしのなかの統計学 (2)

EDUAL

目的に応じて適切にデータを収集・抽出・分析し、その結果を分かりやすくフィードバック

する能力と、自らの専門分野で課題解決にデータ・AIを活用するための基礎知識を修得する。

また、自らの専門分野でデータ・AIを適切に活用するための大局的な視点を獲得する。
応用基礎レベル

数的処理の基礎 (1)

社会調査法 (2)

経営情報 (2)

数と社会 (1)

産官学連携プロジェクトd(1)

プログラミング入門 (2)

社会調査実習I・II (各1)

データ解析応用 (1)

テキストマイニング(1)

＋

データ活用・AIリテラシー 学部で習得する専門知識

必修科目(5単位)の取得に加

え、選択科目3単位以上で

「ゴールド(★★)」、7単位

以上で「ピンクゴールド

(★★★)」のデジタルバッ

ジと修了証を授与予定

Essential Data Utilization and AI Literacy Program

データ解析

入門 (1)

情報技術の

理解 (2)

情報リテラシー応用 (1)

アカデミックスキル入門 アカデミックライティング 情報リテラシー基礎京都光華の学び
リテラシー
レベル

ビジネス

ホスピタリティ
修了要件

ソーシャル

business

social

hospitality

・経営学
・データサイエンス

・現代社会学
・地域公共

・生活科学
・観光
・デザイン

学部の専門知識に加え、データやAIを日常の生活、ビジネス・健康科学・教育等の場で使

いこなすための基礎的素養（リテラシー）を併せ持つ、2つの強み(Dual advantage)を

持った人材の育成を目指し、実践的な教育(Education)を実施している。

必修科目 選択科目 （ ）の中は単位数

改善・進化

自己点検評価委員会
（委員長：学長）

自己点検

履修率目標値

令和4年度 63%

令和5年度 85%

令和6年度 90%

令和7年度 95%

7

6

5

4

3

2

1

3

2

1

令和2年度～実施

令和4年度認定

171

社会調査士カリキュラムがベース

1年次にほぼ全員
が履修開始
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キャリア形成学部 応用基礎レベルのプログラム構成
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1・2年次 2年次 1・2年次 3年次

京都光華の

学び

情報リテラ

シー応用

コンピュー

タ活用Ｃ

情報技術

の理解

データ解析

入門

数的処理

の基礎
数と社会

くらしの

なかの統

計学

プログラ

ミング入

門

経営情報

テキスト

マイニン

グ

社会調査

法

データ解

析応用

産官学連

携プロ

ジェクトd

社会調査

実習I・II

1-6   数学基礎 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1-7   アルゴリズム ◎ ○

2-2   データ表現 ○ ◎ ○ ○

2-7  プログラミング基礎 ◎ ○

1-1   データ駆動型社会とデータサイエンス ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

1-2    分析設計 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2-1   ビックデータとデータエンジニアリング ○ ○ ◎ ○ ○ ○

3-1   AIの歴史と応用分野 ◎ ○ ◎ ○ ○

3-2   AIと社会 ◎ ○ ◎ ○ ○

3-3   機械学習の基礎と展望 ◎ ◎ ○ ○

3-4   深層学習の基礎と展望 ◎ ◎ ○ ○

3-9   AIの構築と運用 ◎ ○ ○

III：実践 データ・AI 活用 企画・実践・評価 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

プログラム必修科目
リベラシー

レベル

キ

ャ

リ

ア

形

成

学

部

・

応

用

基

礎

レ

ベ

ル

区分 学習項目

II：AI・データサイ

エンス基礎

I：データ表現とア

ルゴリズム

1年次 2年次 1年次 2年次 3年次

III：実践

選択必修科目　3単位以上：★★（ゴールド）、7単位以上：★★★（ピンクゴールド）

I：データ表現とアルゴリズム II：AI II：データ分析

データ利活用の実践スキル
の獲得を重視！
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プログラムを実施するにあたって、課題にどう対処したか

① 科目がない。

– AIや情報技術に関する講義科目

キャリア形成学科「情報技術の理解」を、他学科履修制度を用いて全学に提供。

– 「III. AI・データサイエンス実践」を扱える演習科目

「産官学連携プロジェクト」にデータサイエンスPBLを行うクラスを設定。

⇒ 2023年度にLA教育科目をカリキュラム改編。データサイエンス・AI区分を新設

② 時間割調整

– LA科目優先時間ゾーンを活用。LA教育推進協議会や教務委員会を通じて、各学科に時間割
協力を依頼。

– 一部科目はオンデマンド授業として実施（情報技術の理解、京都光華の学び）

– 2年次終了時点で、あと1科目で修了…という学生がいる。理由を精査する必要あり。

全学に応用基礎レベルのプログラムを提供するにあたっての課題
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プログラムを実施するにあたっての課題にどう対処したか

① AIに関する内容をどのように扱うか 学生にどのように学ばせるか

– 「情報技術の理解」 電子コンテンツ（日経Edu）付属のテキストで、授業外課題としてAIの最新事情に触れる。

– 「京都光華の学び」 講義＋googleのオンライン講座「はじめてのAI」＋TED Talkで、AIの可能性と課題に気付
く。

– 「くらしのなかの統計学」 クラウド上のAI作成ツール「Teachable Machine」（google）等を使ってAIプログラミン
グを体験する。

– 「プログラミング入門」 完成したプログラムを、意味を考えながら変形させる教え方で、 プログラミングを楽しく

学ぶ（python, W3schools, Scratch）。

教育内容に関する課題



日経パソコンEdu 「情報技術の理解」の副教材

情報関連雑誌の電子コンテンツを，授業外学習用教材として利用し、AIの最新
事情に触れさせている。毎回のレポート課題で、十分な学習量を確保



Grow with Google

オンライン講座「はじめてのAI」 in 京都光華の学びテーマ②未来を考える（AI）

戻る

授業構成
1. AIとは、AIの歴史

2. いまのAIを知る： Googleオンライン講
座「はじめてのAI」

3. 「はじめてのAI」の振り返り

4. AIの可能性と留意点（TED動画を視聴）

– 「AIはいかに人の記憶、仕事、社会生活を改善
するか」 by トム・グルーバー

– 「アルゴリズムに潜む偏見との戦い」
by ジョイ・ブロォムウィニ

5. なにを、どこまでAIに任せるか

光華 花子



AIプログラミング in くらしのなかの統計学

戻る

Teachable Machine＋拡張されたScratchで、
AIプログラミングの手順を一通り体験。

データ収集

学習

モデルの

エクスポート

プログラミング
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プログラムを実施するにあたっての課題にどう対処したか

① AIに関する内容をどのように扱うか 学生にどのように学ばせるか

– 「情報技術の理解」 電子コンテンツ（日経Edu）付属のテキストで、授業外課題としてAIの最新事情に触れる。

– 「京都光華の学び」 講義＋googleのオンライン講座「はじめてのAI」＋TED Talkで、AIの可能性と課題に気付く。

– 「くらしのなかの統計学」 クラウド上のAI作成ツール「Teachable Machine」（google）等を使ってAIプログラミン
グを体験する。

– 「プログラミング入門」 完成したプログラムを、意味を考えながら変形させる教え方で、プログラミングを楽しく
学ぶ（python, Scratch）。

② 「Ⅲ.ＡＩ・データサイエンス実践」の内容をどうするか
– AI活用実践ではなく、データ活用実践 ⇒AI活用実践についても、今後チャレンジしたい

– 「産官学連携プロジェクトd」 eStatやRESASを用いて、小地域別将来人口推計を実施。

– 「データ解析入門」「くらしのなかの統計学」 eStat、滋賀大「ペットボトル緑茶に関する会場調査データ」、AI
開発コンペティションサイト SIGNATE Competitionのデータを用いた分析演習を実施。

教育内容に関する課題



産官学連携プロジェクトd（データサイエンスPBL）
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少子高齢化が進む日本の将来を人口データから明らかにし、将来起こりうる災害時の避難および避難所運営に
ついての提案を行う

戻る大学周辺のリスク箇所の洗い出し 将来の避難所運営に関する検討会 地域住民も参加した避難所模擬運営の実施



くらしのなかの統計学（DSへのアプローチ）
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データから情報を抽出することの意義や楽しさを感じられるように、
実データを用いた分析演習（Excel, SPSS）を豊富に取り入れている

家計調査データ等を用いた「楽しい」多変量解析

数式を使わないテキスト

＋



データ解析入門(キャリア形成学部）の分析演習の例1

19

自分でデータを入手する

＋ 適切に分析する
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データ解析入門(キャリア形成学部）の分析演習の例2

戻る

滋賀大学提供
資料より抜粋

個票データの整形・加工 ＋ 標本誤差を含めた結果の解釈可視化 ＋
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履修者を増やすための工夫・学生への働きかけ

① 親しみやすい名称（光華EDUAL）を付け、毎年4月の履修ガイダン

スでプログラム説明。学生・教職員が身近なものと感じられるよう
に工夫。

② 身近な題材・データを扱い、AI・データサイエンスの意義と楽しさ

を感じられることを重視

– 情報技術の理解 生成系AI

– くらしのなかの統計学 家計調査、観光データ、電力需要など

– 数的処理の基礎（DSのための数学） 各回で取り扱う数学が実社会

のどこに役に立っているかを紹介

– プログラミング入門 ゲーム・アニメーション制作

– 産官学連携プロジェクト（データサイエンスPBL） 小地域将来人口推

計＋防災・減災

③ 履修者が着実に学習を積み上ることができるように、ほぼ毎回、
難しすぎない課題を出す。

④ 履修者同士が教え合い、学び合うことを重視。
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（2023年度チラシ）
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おわり

ご清聴ありがとうございました。

22ご質問等は、土居（jdoi@mail.koka.ac.jp）まで


